主　題　研　究

１　研究主題
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２　主題設定の理由
（1） 社会の要請や算数科の改訂の視点から

知識基盤社会においては、国際競争力を付け、国民生活の向上を図るために、科学技術開発に力を入れていくことが国家的な課題であり、その基盤として、算数・数学教育、理科教育の改善・充実が求められている。
中央教育審議会の答申（平成20年１月）で、「理数教育の充実」が掲げられた。この提言を受け、平成20年3月の学習指導要領改訂で、算数の授業時数は16％増えて
1011時間になった。また、教育内容も、①発達や学年の段階に応じた反復（スパイラル）による指導を充実すること、②国際的な通用性、内容の系統性の確保や小・中・高等学校での学習の円滑な接続等の観点から、必要な指導内容を充実すること、③学ぶことの意義や有用性を実感できるよう、数量や図形についての知識・技能を実際の場面で活用する活動などを充実させている。
したがって、算数科で身に付けさせた基礎的・基本的な知識・技能をもとに、自分の考えを作り、それを伝え合う授業作りをしていくことは、数学的な思考力・表現力を高めたり、学ぶ楽しさや意義を実感させたりすることにつながり価値があると考える。
（2） これまでの研究の経緯と子どもの実態から
①　これまでの研究の経緯
　　本校では、平成20年に飯塚市研究指定委嘱校として、研究主題「子どもの学習力
を鍛え、基礎学力の向上をめざす学習指導」－ウォーミングアップタイム等の活用を通して－として取り組んできた。また、昨年度は、「確かな学力をめざす算数科学習指導のあり方」－算数的表現をつくり、生かす活動を通して－として授業作りに取り組んでいる。　昨年度の学力検査など(算数) の結果は下記の通りである。
　



　以上の結果からも、私たちは、子どもに基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けさせる。さらに、子どもの数学的な思考力・表現力を育て、学習意欲を高めるようにしなければならない。
３．主題の意味と主題についての考え方
（１）主題の意味

考えを伝え合うとは、伝える側、聞く側が互いに次のような意識をもっておこなうコミュニケーションである。
· 友だちが自分に伝えようとしているならば、少なくともその行為に対して、反応を

示すことは礼儀であり義務であること。

· 聞く側が「よくわかった」「ここまでわかった」「ここからわからない」といった反

応や笑顔を示すことで、伝える側に「表現してよかった」という気持ちが生まれてく

ること。



　　　　　　　　　　　　　　　　

　学びを深めるとは、子どもが創りだした問題解決の道筋をより「簡潔」「明瞭」「的確」「一般」といった観点から価値ある問題解決の道筋へと変えることである。
（学び＝問題解決の道筋）
＜学びを深めた子どもの姿＞
· 平行四辺形の面積が「底辺×高さ」であるという理解だけでなく、それが何を意味するのか、どうしてそうなるのか（「どうしてかというと、端っこで切って移動すると長方形になるから」）というもう一歩深いところの認識ができる子。

· 図１のような図形の面積を、既習内容を元に工夫して求める問題の場合、一番高度で本質的な数理である①の考え方ができる子。

③は、②と同質であるが、３つの長方形に分けるので計算の手順が多い。②は、２つの長方形に分ける。①は、図形を一部が欠けた大きな長方として見て、その面積から欠けた部分の面積を差し引きするやり方で答えを出す方法。



（図１）　　　　　　①　　　　　　　　②　　　　　　　　③　　　　　　（図２）
４　目指す子ども像

５　研究の目標


６　研究の仮説

＜着眼１＞「ひとり学習」の場に、次のような活動を位置づける。
· 子どもが自分なりに考えた道筋をノートに書く。
· まとめや感想を算数日記に書く。

＜着眼２＞「なかま学習」の場に、次のような交流活動を位置づける。

1 伝える対象を明確にしてから、伝え方を考える活動。
2 伝え方を評価する活動（自己評価）

3 伝え合う活動自身が楽しいと感じられる活動

4 図や式・言葉とを関連づけていく活動

5 式に表す、式を読む、式を変形する活動

７　研究の構想　（別途提案）
８　研究の組織
一人学習部会【立花・薄井・奈良迫】
【江藤・栗原・山田】
なかま学習部会　【西谷・実藤・草野】
【末次・米丸・和田】
ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟﾀｲﾑ部会【森・上村・馬場】
ふれあい部会　【手嶋・増田・近藤】

各部会に、それぞれ　部長・副部長を置く。

1 研究推進委員会は、年間計画をもとに開催する。

2 研究推進委員会は、必要に応じて副部長が参加する場合もある。
3 各部会…一人学習部会･なかま学習部会･ウォーミングアップタイム部会、
ふれあい部会

７　研究の構想
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１　ＣＲＴ学力調査の結果から　　平成22年1月実施（全国得点率を100として）


国語97.0（20年度より-2.3）　　算数99.3（20年度より-0.7）


国語も算数の得点も全国平均に届いていない。


・　国語では「書くこと」「読むこと」・算数では「数学的思考」に課題がある。
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　「ひとり学習」の場の後に、自分で考えた問題解決の道筋を「簡潔」「明瞭」「的確」の観点から伝え合う活動をする「なかま学習」を位置づける。そして、もう一度「ひとり学習」の場を位置づけ、まとめさせれば、子どもは学びを深めていくだろう。





子どもが課題解決の道筋を伝え合うことで、互いに学びを深めることができる
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２　ＮＲＴ学力調査の結果から　　平成21年4月実施（全国標準値を50として）


国語50.8（20年度より+0.6）　算数51.5（20年度より+0.5）


国語の得点も算数の得点も全国値に達している。


・　国語では「読むこと」算数では「数学的思考」に課題
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３　全国学力・学習状況調査から　　平成21年4月実施（全国得点率を100として）


国語Ａ 99.1（県98.7）　算数Ａ 101.2（県98.6）


国語Ｂ 87.5（県95.0）　算数B  92.7（県97.0）


Ｂ問題（活用）に課題。


テキストを読み取り、自分の考えをもって、表現することが苦手
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　事実・根拠・方法や手順などを説明
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